
第2回廃棄物等の越境移動等の適正化に関する検討会
説明資料

鉄鋼スラグ製品の輸出実態と
輸出の円滑化に向けた課題

２０１５年１０月２３日
（一社）日本鉄鋼連盟

1

資料１－５



主原料
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コークス

溶銑

(溶融)高炉
スラグ

加圧水

水砕設備
急冷粒状化高炉水砕スラグ

高炉徐冷スラグ

酸素吹錬
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鍋車
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放流→散水冷却 破砕→粒度調整

高炉スラグ

放流→散水冷却 破砕→粒度調整運搬

電極

ｽｸﾗｯﾌﾟ

石灰石

副
原
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ﾐﾙｽｹｰﾙ
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石灰石
製鋼スラグ

圧延⇒冷却⇒加工
鉄鋼製品

受鋼
台車 鍋車

製鋼スラグ

高炉

溶鋼

溶鋼

転炉

電気炉

製鋼スラグ
溶鋼

路盤材・粗骨材

セメント原料・細
骨材・地盤材料

製鉄原料・路盤材・地盤
改良材・土木用材

放流ﾔｰﾄﾞ

放流ﾔｰﾄﾞ

鉄鋼スラグの製造フロー
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高炉水砕スラグ：砂状 製鋼スラグ：砕石状

鉄鋼スラグ

高炉スラグ

製鋼スラグ

銑鉄1t当たり約300kg

粗鋼1t当たり約110kg

水砕スラグ

徐冷スラグ高炉で生成

転炉、電気炉で生成

溶融スラグを加圧水で急冷

自然放冷+適度な散水

自然放冷+適度な散水

高炉スラグ微粉末

粉砕

高炉徐冷スラグ：砕石状

鉄鋼スラグの種類
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セメント用

18,812

（45.1％）

道路用

9,101

（21.8％）

土木用

5,614（13.5%）

再使用

3,261

（7.8%）

ｺﾝｸﾘｰﾄ骨材

用2,388

（5.7%）

地盤改良用

619（1.5%）

肥料・土壌改

良材

283（0.7%）

埋立等

194（0.5%）

加工用原料

143（0.3%）
その他

1,289（3.1%）

合計

41,704

（100％）

（単位：千トン）

鉄鋼スラグの用途別使用量（2014年度実績）
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セメント用

17,959

（86.5%）

ｺﾝｸﾘｰﾄ骨材

用1,959

（9.4%）

土木用

299（1.4%）

道路用

273（1.3%）

肥料・土壌

改良材127

（0.6%）

地盤用

2（0.0%）
その他

145（0.7%）

水砕スラグ

20,764

（100％）

（単位：千トン）

高炉スラグの用途別使用量（2014年度実績）

道路用

3,762

（70.8%）

土木用

490（9.2%）

ｺﾝｸﾘｰﾄ骨材

用349（6.6%）

セメント用

329（6.2%）

肥料・土壌

改良材

39（0.7%）

地盤用

8（0.2%）
その他

335（6.3%）

徐冷スラグ

5,313

（100％）

（単位：千トン）
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※セメント用のうち輸出
10,186（49.1%）



道路用

4,003（31.2%）

土木用

3,738（29.2%）

再使用3,228

（25.2%）

地盤改良用

551（4.3%）

セメント用

504(3.9%)

肥料・土壌改

良材90(0.7%)

埋立等

55(0.4%)

加工用原料

20(0.2%)

ｺﾝｸﾘｰﾄ骨材

用17(0.1%) その他

608(4.7%)

転炉系

スラグ製品

12,816

（100％）

（単位：千トン）

土木用

1,087（38.7%）

道路用

1,062（37.8%）

埋立等138

（4.9%）

加工用原料

123（4.4%）

ｺﾝｸﾘｰﾄ骨材

用63(2.3%)

地盤改良用

58(2.1%)

再使用

33(1.2%)

肥料・土壌改

良材26(0.9%)
セメント用

20(0.7%)
その他

201(7.2%)

電気炉系

スラグ製品

2,811

（100％）

（単位：千トン）

電気炉系

スラグ製品

2,811

（100％）

（単位：千トン）

製鋼スラグの用途別使用量（2014年度実績）
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鉄鋼スラグ製品の特徴

１．鉄鋼スラグ製品の性状 「物の性状」

鉄鋼スラグ製品は、生成される鉄鋼スラグを原料に、用途に応じて製造加工
および品質管理を行い、その大半がJIS（日本工業規格）相当品、または、グ
リーン購入法の特定調達品目として市場に提供されている。

鉄鋼スラグ製品は、使用される箇所に応じた環境基準を満足する様に品質
管理されたものである。（例えば、陸上では土壌の汚染に係る環境基準等）

○鉄鋼スラグ製品には、ＪＩＳ規格等の客観的な品質基準がある。
・JIS規格のあるもの
高炉スラグ微粉末、道路用鉄鋼スラグ、コンクリート用スラグ骨材

・ＪＩＳ以外の規格があるもの（例：沿岸技術研究センター技術マニュアル）
サンドコンパクションパイル用、鉄鋼スラグ水和固化体

・規格等がないもの
鐵鋼スラグ協会のガイドラインにて備えておくべき環境安全品質が
明確になっている。
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２．製造・出荷の状況について 「排出の状況」

鉄鋼スラグ製品は、需要に沿って計画的に出荷を行い、出荷前や出荷時に
適切な保管や品質管理、物量管理がなされている。

○出荷前や出荷時の保管状況
鉄鋼スラグ製品は、製鉄所の構内で製品化され製造場所および
保管場所で適切に管理されている。

○鉄鋼スラグ製品の製造・出荷時の品質管理
鉄鋼スラグ製品は出荷前に用途に応じた環境安全品質に係る
検査を「鉄鋼スラグ製品の管理に関するガイドライン」*1)に準拠
した分析方法、頻度で実施している。

なお、製品規格を満足しない（化学成分、粒度分布など）一部の鉄鋼
スラグは埋立処分されている。（全体の0.5％；2014年度実績）

*1) 「鉄鋼スラグ製品の管理に関するガイドライン」

鐵鋼スラグ協会にて策定し、2005年より現在まで7回改訂（7回目の改訂では外部の第三者有識者に
より改訂を実施）。スラグ協会会員会社に遵守を義務付け、第三者により1回/年、遵守状況の外部
監査も実施している。 8



３．鉄鋼スラグ製品の市場性 「通常の取り扱い形態」

鉄鋼スラグ製品は、国内で市場が形成されており、高炉水砕スラグに関して
は、既に海外でもセメント用途向けとしての市場が形成されている。

天然材の入手が困難な海外需要地では、天然材の代替となるスラグ製品の
需要は高く、有効に利用されるケースが多いと推定される。

循環資源である鉄鋼スラグ製品を利用することにより、海外需要地において
天然資源の採取を抑制することが可能となる。また鉄鋼ｽﾗｸﾞ製品を材料とし
た高炉セメントの使用により、セメント生産時のＣＯ2が削減ができ、海外需要
地での環境改善にも貢献することが可能である。

○鉄鋼スラグ製品の使用実績
鉄鋼スラグ製品は､年間約40百万トン(内､製鋼スラグは約15百万トン)
がセメント原料、土木建設資材として有効利用されている。
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日本鉄鋼業における
鉄鋼スラグ製品輸出の必要性

①高炉水砕スラグ（主にセメント用途）は、約10百万㌧を輸出している。

（鉄鋼スラグ発生量全体（約40百万㌧ ）の約25％）

国内セメント需要の縮小傾向から高炉水砕スラグの輸出拡大は不可避

な状況。

②セメント用高炉水砕スラグ以外の鉄鋼スラグ製品についても、国内需要

の低下が予想される中、鉄鋼生産を国内で継続していくためには新たに

海外需要地への輸出を図る必要がある。
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鉄鋼スラグ製品の輸出円滑化に向けた

輸出手続きに関する課題について

○鉄鋼スラグ製品の輸出の場合、海外需要地で有価であってもFOB価格

（現地引渡価格ー海上運賃）がマイナスの輸出となる可能性がある。

○現状、輸出に先立ち、廃棄物処理法の観点で問題がないか環境省（地方環
境事務所）に相談すると、FOB価格がマイナスとなる鉄鋼スラグ製品の輸出
は廃棄物輸出にあたるおそれがあるとして、助言された事例がある。

（試験目的の輸出においても同様）

○なお、鉄鋼業としては、鉄を製造する過程で生成される鉄鋼スラグに係る

費用は、鉄を製造・販売するのに必要なコストであり、仮にFOB価格がマイ

ナスでの輸出となっても経済合理性がある。
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要望事項

以下の項目を満足するFOB価格がマイナスとなる鉄鋼スラグ製品の輸出
であれば、廃棄物の輸出にあたらないことを明確化して頂きたい。
なお、海外需要家からは、鉄鋼スラグ製品を現地有価で購入するにも関わ
らず、日本の廃棄物処理法（処理基準）を満たさなければならない場合、理解
が得られない。

●日本国内で既に製品および原料として流通しているもの

●日本あるいは海外需要地での公的規格やこれに準ずる規格があるもの、
或いは需要家との契約書などで環境安全品質が明確になっているもの

●海外需要地で全量が有効利用され、残さの発生がなく、またぞんざいに
扱われることなく、用途、数量が管理できる状況であること

●海外需要地で現地市場価格で有価販売されること

これは、国内鉄鋼生産の維持だけでなく、循環資源の国際的な利用促進に
資するものと考えられる。 12


